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１．研究計画の概要 

学びたい、技術を身につけたい、そして社
会に出て働きたいと願う障害者に提供され
る学習の場は健常者のそれに比べ数、質共に
劣っている現状である。また、障害者の受講
環境はそれぞれの障害の違いもあって、集合
教育よりも個別教育のほうが望ましく、効果
も高いと思われる。一方、現在高等教育機関
や資格試験受講者を対象とした e-ラーニン
グは普及し始め、「いつでも、どこでも、だ
れでも」をうたい文句に様々なコンテンツが
作られている。しかしながら、現在開発され
ている e-ラーニングのコンテンツは様々な
障害者が受講できるものではなく、障害者が
必要とするコンテンツも皆無に等しい状況
にある。 

これら一連の課題は、e-ラーニングにおい
てはシステムの開発と同様以上に教材開発
が技術的にも教育的にも最も難しい部分で
あるからである。そのため、障害者に対応し
たインターフェースを持つ e-ラーニングの
教材開発は立ち遅れている。 

本研究では、移動に困難な障害者が自宅で
も個別学習でき、障害者にとって有効な e-ラ
ーニング教材の開発を行なう。様々な障害を
もった方が活用できる e-ラーニングの教材
を提供できるシステムを開発し、さらに教材
作成が効率的に行なえる教材作成手法を確
立する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）2006 年度には宮崎県内の 15 の要支援
学校、社会人の障害者の方にアンケートを実
施した。パソコンがあまり身近な存在でない
が、将来の職業や意思表示の機器として必要

性を認識し、役に立つと考えていた。 
障害者への学校での授業では様々な障害

を持った生徒に教えるため、一斉授業が難し
く、個別指導が必要であることが分かった。 
 
（２）LMS として Moodle、CMS として
XOOPS を用いて e-ラーニング教材を作成し
た。映像には字幕を挿入した。wema 機能の
付いた Pukiwki をコンテンツ作成に用いる
ようにしたため、だれでもコンテンツを修正
でき、かつメモ等ができない障害者にとって
はサイト上にメモを残すことができるよう
にした。 
 
（３）マウスがうまく利用できない重度の障
害者に対し、入力支援としてトラックパッド
の改良、指でクリック操作を行うタッチセン
サの開発を行い、実際に使用できるようにし
た。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 
 重度の障害者のシステムを構築し、教材作
成を実際に行った。また、作成した教材を使
用するために必要な操作ができるように機
器の開発も行い、教育システム情報学会でも
認められた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 様々な障害のある学生のサポートするシ
ステムを構築してきたが、現在、発声障害の
ある学生の代用音声サポートシステムの開
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発を行っている。プレゼンテーションで発表
ができないことやテレビ会議システムを用
いても対面での会話ができないためで、微小
な口からの音と口形を用いて言葉を認識し
音声の発生するシステムの構築を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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